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（3）各タブの入力ポイント（源泉徴収簿タブ/年末調整控除タブ/年末調整一覧タブ） 

 
 
＜各月の入力＞ 

PB システムで毎月の給与計算を行っていない、あるいは年の途中から使用開始した場合は、以下の

方法にて登録を行って下さい。 

【方法】各項目について給与月別に直接金額を入力する。（[F6 行コピー]キーで、コピー・貼付けも可能） 

      ◆年末調整額のみ確認したい場合は、空欄の月に合計額を入力する方法でもかまいません 

 

＜非課税支給額の調整（平成 26 年改定対応）＞ 

平成 26 年 10 月 20 日施行の「通勤手当の非課税限度額の引上げ」に伴い、平成 26 年 4 月以降既に

支払われた(あるいは支払われるべき)通勤手当にかかる非課税額を年末調整で精算する場合は、画

面左上の〔調整入力〕で金額等を入力して下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 26 年）年末調整の操作手順 

2. 年末調整処理（源泉徴収簿入力） 

源泉徴収簿タブ 

① 非課税支給額はプラスで入力します。 

入力された金額は、源泉徴収簿の「調整分」欄にマイナス

で反映されます。（7,000 と入力した場合は「-7,000」とな

り、総支給額の計から減算） 

 

② 備考に入力した文言は源泉徴収簿画面には表示されず

出力帳票に印字されます（次頁参照）。 
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＜前職情報＞ 

   中途入社社員について、前職の給与も含めて年末調整を行う場合は、画面左上の〔前職情報〕ボタ

ンからデータ入力を行います。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（平成 26 年）年末調整の操作手順 

2. 年末調整処理（源泉徴収簿入力） 

入力内容は、源泉徴収簿の「前職分」欄に反映さ

れます。 

〔調整入力〕の備考として入力した文言は、源泉徴収簿（PDF

出力）の、左下に印字されます。 

文字数の上限は、全半角含め「40」です 


